
高膨張性泡沫消火装置の研究 (第 2報)

l はしがき

高膨張itl包抹消火装艇の研究については， /Ili和39年

度より研究をすすめてきたもので.研究所総第 2号に

研究開発の-h'fiを紹介したところであるが，その後，

数問にわたり 笑用実験を行なった結果， この装i設は実

火災に活用できる性能のものであると認め られたの

で，この度， 1号試作機をさらに大型化し，能力の向

上をはかつて.火災建物内に高膨張性泡沫を大量かつ

述続的に送り込み，燃焼室内を短時間に充満せしめ地

下室などの火災を効果的に鎮圧消火できる装償にした

ものである。現在まで研究した装置としては，

(1) 電動式高発泡機

(2) ラインプロポーショナ一式商発泡機

(3) エンヂン式大型高発泡機

などがある。これらの各型式の装置について研究慨要

を報告し，参考に供したい。

2. 構造概要

発泡機構は各装償とも第 1悶に示すように発泡用ネ

ットを張ったチュ ーブ，発泡液をネッ トに放射する噴

緩ノズノレ，および送風機の3部から成っている。発泡

させる方法はネッ ト(かやJill)にた;泡性の水裕被をI噴

霧によ って鍬布し，一様に漏れた状態の網目に空気を

第 1図 発泡機構
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B:送すると網目を通る空気によって直経 2~ 3emの泡

沫が多鼠にしかも述統し て作られる。

l 電動式高発;包機

この装置は研究の初期の段階に試作した l号機で送

風機，ギャーポンプ，モーター〈ギャーポ ンプ駆動Jtl)

および喰湯ノスソレ，配管な どを普通の移動式ベソ ドに

組込んだも のである。 また，この装置を運転する場fT

に医|定電源を使用していたために火災現場Hlとして不

通と考えたので，その後，殿場用に適するも のにする

ために発泡機耳';:nlの電源装置として， 5KVAの発動

発電機を消防車に積載した。Je泡装i訟についても第2

|山こ示すようにホースカ ーに組込み，消防車にfi1i4まで

きるように改造した。

ZFー 第 2図 電動式市発泡機

2. ラインブロポーショナ一式高発泡機

この装置は第3図に示すようにポ ンプ車よりホース

を延長し発泡溶液タンクに結合送水する と， プロポー

ショナーによって発泡液が混合 し，噴霧ノズルより 1.0

M水溶液として噴射する方式によるものである。こ の

方式は発泡液を噴霧ノズノレに送るポンフ・装置を必要と

しない。
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第3図 プロポー ショナ一式高発泡機

3. エンヂン式大型高発泡機

この装置は電動式高発泡機よりも比較的高出カが得

やすく ，能力の大きい装債の形式として適したもので

ある。発泡方式としては，第4図に万七すように電動式

と同様であるが.送風機およびポンプ駆動用として独

立したエンヂンを使い.電源装償を必要としない。こ

の発泡機の発泡能力は300msfminで，電動式発泡機の

5~6 倍である .

第4図 エンヂン式大型高発泡機

4 諸元

併発泡機についての諸丈は次のとおりである。

第 1表 諸 JC 
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3. 発泡性能

この装置の発泡性能としては.短時間に大量の泡沫

を発生し，発泡液の損失が少ないことが望ましい。各

機の発泡性能について発泡効率の最良点を見出すため

実験によって調べた結果，第2表のとおりである。各

方式における噴霧圧力と発泡量:の関係は泡抹によって

一定容積の笑験室を充満する時間より算出した。

4. 電動式高発泡機による消火実験

高膨張性泡泳の消火性能については，電動式高発泡
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機による消火実験を行なったので.その結果を要約し

てみた。

実験日昭和40年4月26日

場所都内北区浮間JIIr 工業技術院資源技術試験

所

実 験 者 第三研究室員 資源技術試験所研究員

l 実験項目・方法

(1) 木材を燃焼した場合の消火実験

(2) 灯油

(3) ガソリン

実験は炭鉱の各鍾燃焼実験用として作られている耐
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第 2表 発泡性能
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火造， 'f~ fi'l38. 4m3 (1. 8X 1. 8X 12m)の試験抗道内に

第 5悶の要筒iで木材，灯油1/ソリンを燃焼させ， こ

れを東側坑 n に設催した高発泡機か ら泡~を送 っ て消

火する方法で行なった。

消火剤IJ (泡原被〉

0アノレキルベ ン七'ンスノレ フォンサンアミン0.5%(谷量

%)水溶液

O上記の水裕液にC.M. CO 2%(重量%)を添加Iした

もの

第 5図 実験方法
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2. 実験の結果・考察

坑道内で燃焼 した場合の航路:は燃焼物の盃によって

異なるが，この実験における最高視度は木材 7oo~

800. C . 灯油8oo~1200 . C. カ' ソリン 9oo~1 ， 200.C 

であった。

第 6図は燃焼物の上部の温度曲線を示したもので，

泡沫を送入してから温度の下り 方によ って消火効果を

比較するこ とができる。すなわち，泡沫が燃焼物を覆
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った状態はi民度曲線のやや下ったと ころで，さらに消

火効果が進むに したがって次第に侃肢が下り， 消火し

た場合には各点のUflL肢は殆んど点火前の凱度になる。

各燃焼に対する泡泳の消火性能について，実験結果を

整理し，比較すると第 3表に示すとお りである。

(1) 木材

木材の場合には泡沫によ って燃焼をお さえるが，燃

焼物の内部にわたり被覆されに くい。したがって，完

全に消火するためには瓶度曲線①に示すような傾向を

示し，時間，泡量とも多い。 しかし，泡抹原液にC.

M ・Cを添加すると，消火性能は相当良 くなるのが認

められた。



第 3 表 実験結果

i差泡開始後消火までの
燃

間|送泡量 |残存泡量 |消耗泡畳 |消耗速度

木材13kg56本 i01-'央;一中段 I 54m3
/分 121m3!分 Il' 00" 54m3 

27 

33m3 

31 

21m3 I 21m3/分

灯油 10e I I 26 30" 3 I 6 

ガソ リン 6e I 中央一下段 I 15 I l' 40" 90 27 53 I 32 

(2)灯油

灯油の場合は表泊r燃焼であるから，泡抹がのりやす

く，最も容易に消火できた。 灯油lの燃焼に対して，泡

株の消耗鼠は少ない。

(3) ガソリン

カ"ソリンの場合は木材.灯仰などより燃焼速度が早

<， IIffi.I!主も高いので多量の泡沫を必要とした。この泡

沫は がソ リンそのものに g~t.、性質があり，燃焼時の ガ

ソリン蒸気によ って も相当に消耗される a したがって

ガソリン燃焼に対しては短H寺聞に多畳の泡沫を送り込

む必要がある。

5. むすび

高!膨張性i8r:米は前述の発泡機構によ って{乍られるも

のであって，泡沫の量ーは発泡ネッ トの稲積，送風量，

発泡液の噴湯量などに比例する。 したがっ て，発泡能

力を大き くするためには装償全体が大製になる。 lしか

し，むやみに装1置を大型化しても， 実際の運用に適し

ないので，エ ンヂン式大型発泡機は消防車に積載でき

る程度の形に設計した.

発泡機構についての問題点は， ネッ トに対する発泡

淡の撒布とネッ ト位鐙における風速の関係である。最

も効，:f.~ よく発泡させるには ， 不ッ トに対し均一な発泡

液に適した風速を与えることが必要である。喰務の状

態によって発泡効率が相当変ることは笑験によっても

明らかであるので，噴湯ノズルの特性についてはさら

に改良を加えている。

送風機の風i五九風圧については，送泡チュ ープの長

さおよび泡沫を送入する火災室内の気圧によって決定

されるが， ネッ ト位世において発泡に適した風速に調

給した場合， J設も効率よく 発泡することになる。

この装置に使用する発泡剤については，水に溶け易

く，/.民民:に影響な く，無諮，不燃焼性で，腐蝕性のも

のであってはならない。 しかも安Imiであることが望ま

しいω .!J，¥{，:の発泡剤は治解する水のVi，U.主力t低い場合，

1ê 1包乞i'~が低下する i'l:質があるので，発泡~Jについては

低献の水に熔け易いものを開発する必要がある。泡沫

の合水中， I耐火七1: を良 くするには. 発泡1夜に添加~J を

れるh'r1u);考えられている。本装{置については， 今

後さらに総合的な研究改良をすすめたい。

終りに，研究実験に当って御協力下さった工業技術

院資i政技術試験所に世話甚たる謝意:を表する次第であ

る。
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